
越前市下水道事業経営戦略改定について

■越前市下水道事業の関連する計画

【計画の位置付け】

市下水道整備基本構想

市公共下水道全体計画

市公共下水道事業計画

市下水道事業経営戦略

内水ハザードマップ

雨水管理総合計画

市総合計画 福井県汚水処理施設整備構想

市ストックマネジメント計画

1



■ 下水道整備基本構想、経営戦略、事業計画の改定等について
計画名 内容 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市下水道整備基本構想
（Ｈ２９～Ｒ５）

　公共下水道、農・林業集落排水などの汚水処
理施設を効率的に整備するため、基本方針を定
めるもの。
　農集の統合について、費用対効果などの検証
が必要。

市公共下水道全体計画
（Ｈ２９～Ｒ５）

　上位計画との整合性を図りながら、公共下水
道で整備すべき区域を設定し、主要な管渠・処
理場などの施設の規模等の検証し定めるもの。

市公共下水道事業計画
（法定計画）
（Ｒ１～５）

　全体計画で定めた施設のうち、公共下水道施
設についておおむね５～７年で整備する区域や
設備の仕様等を計画し定めるもの。

経営戦略、雨水
計画等を反映

雨水管理総合計画
（新規作成、Ｒ８～概ね２０年）

下水道による浸水対策を実施すべき区域や目標
とする整備水準、施設整備の方新等を定めるも
の。

計画作成、整備
箇所の検討 整備可能

内水ハザードマップ
（新規作成）

公共下水道区域（雨水区域）の内水氾濫による
浸水シミュレーションを行い、大雨時に浸水が
想定される区域や浸水深さなどの情報をまとめ
たマップ。

市下水道事業経営戦略
（Ｈ２９～Ｒ８）

人口減少、施設の老朽化など経営環境が厳しさ
を増す中にあって、安定的サービスを提供する
ため、経営基盤の強化と財政マネジメントの向
上を図る目的で策定するもの。

ロードマップの
策定を含む

適正な下水道使
用料の検討

市ストックマネジメント計画
（第１期計画：Ｒ１～Ｒ５）

長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化
の進展状況を考慮し、優先順位付けを行ったう
えで、施設の点検・調査、修繕、改善を実施
し、施設全体を対象とした施設管理を最適化す
る目的で策定するもの。

管渠の点検・調
査

管路改築詳細設
計

管路改築工事

　　タイムリミット
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経営戦略とは
総務省のガイドライン沿って策定された、将来にわたり安定的に事業を継続

していくための中長期的な経営の基本計画

・越前市下水道事業は平成29年3月に策定。

・3～5年に一度の見直しが必要であるため、
令和4年3月に投資財政計画の見直を行った。

＜計画期間＞
平成29年度から令和8年度までの10年間

＜内 容＞
第１章 経営戦略策定の趣旨と位置づけ
第２章 下水道の現状と課題
第３章 基本方針と基本目標
１．衛生的な生活環境を提供する下水道
２．将来にわたって持続可能な下水道
３．安全安心な下水道

■ 越前市下水道事業経営戦略について （現行）
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＜改定の必要性＞
総 務 省 ・令和7年度までに経営戦略の改定率100％
国土交通省 ・令和8年度以降の国庫補助金の補助要件

・R2以降5年に1回の頻度で下水道使用料の改定の必要性の
検証を実施すること(5年後のR7補助金申請時期のR6.11まで)

＜計画期間＞
令和7年度～18年度(12年間)を予定（参考：基本構想 R7～17年度）

＜作成期間＞
令和6年1月末に契約予定

＜作成方法＞
コンサルタント会社に委託予定

＜内 容＞
・現状分析、将来予測を踏まえた目標値の設定
(人口減少、老朽化、物価上昇を反映）

・経費回収率の向上に向けたロードマップの設定
・原価計算表（新）

■ 越前市下水道事業経営戦略について （改定）
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■今後の協議会開催スケジュール （想定）

＜令和6年＞

5月頃 第1回越前市下水道事業経営戦略改定検討部会

・事業概要の整理

6月頃 第1回越前市下水道事業推進対策協議会

・基本方針の検討

8月頃 第2回越前市下水道事業推進対策協議会 （新体制）

・投資・財政計画の策定

9月頃 第2回越前市下水道事業経営戦略改定検討部会

・使用料収入の複数ケースの試算

11月頃 第3回越前市下水道事業推進対策協議会

・素案について

＜令和7年＞

3月頃 答申
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